
期日：平成29年8月2日（水）13:00～15:00 
会場：信濃川大河津資料館 
内容：雨雲や竜巻を作り出す実験や天気にまつわるクイズを通じて、気象災害や防災について学びました。 
講師：気象予報士・キャスター 菊池 真以さん 
主催者：信濃川河川事務所 参加者数：65人 

大河津分水イベントレポート2017 

わくわくお天気・防災教室 

１．イベント概要 

２．イベント状況 

 雲や雨、虹など、身近な空模様について菊池さんがクイズを出題すると、元気に「はい！」と手を挙げる子
ども達。実験にも積極的に参加して、菊池さんは「新潟県のこども達はすごい！」と驚いていました。横田切
れなどの過去の水害についても学習し、子どもたちはメモをとりながら真剣に聞いていました。 

「虹が出るのはどんなときでしょうか」など
のクイズに挑戦しながら天気や防災について
学びました。 

風を感じられる風鈴づくりにも挑戦。自分の
好きな絵を風鈴に描き、花火や金魚、昆虫な
ど、カラフルな風鈴ができました！ 

菊池さんを囲んで記念撮影。たくさんの子ども達が参加してくれました。 

雲や竜巻をつくる実験を、参加者の皆さんに
体験してもらいました。成功すると歓声が上
がりました。 

 お母さんと一緒に参加しました。資料館に来るのは
初めてです。小学3年生からの参加になっていたから、
難しいかなと思ったけど、クイズは全問正解できて嬉
しかったです。天気に興味があるから、とても面白
かったです。また来たいと思いました。 

弥彦小学校2年生 

参加者の声 

 自由研究にできるといいなと思って、おばあちゃん
と一緒にきました。資料館には何度も来ています。実
験もよく見たかったので、一番前の席に座りました。
雲を作る実験と、竜巻を作る実験に興味をもちました。
とても楽しかったので、また来たいです。 

分水小学校6年生・2年生 

信濃川大河津資料館の見学では、大河津分水
がなかった場合の洪水氾濫シミュレーション
を体験しました。 
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